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毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントあり！
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題字・畬野光義師

高
野
山
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年
に
際
し

　

高
野
山
霊
宝
館
が
開
館
し
た
の
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
春
の

こ
と
で
し
た
。

　

開
館
時
の
拝
観
料
は
ひ
と
り
三
〇
銭
。
当
時
、
米
一
升
の
価
格
が

五
〇
銭
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
比
較
的
高
価
な
料
金
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
高
野
山
に
連
綿
と
伝
わ
る
門
外
不
出
の
什
宝
が
目

の
当
た
り
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
拝
観
を
開
始
し
た
二
ヵ
月
間

に
訪
れ
た
拝
観
者
は
二
万
一
千
人
を
数
え
ま
し
た
。

　

霊
宝
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
は
密
教
美
術
品
と
し
て
の

価
値
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
信
仰
対
象
と
し
て
多
く
の

人
々
の
心
を
と
ら
え
続
け
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
ら
の
文

化
財
に
対
峙
す
る
と
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
々
の
篤
い
信

仰
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
一
般
的
な
美
術
品
や

骨
董
品
と
は
違
う
「
こ
こ
ろ
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
結
果
、
心
な
い
時
代
と
い
わ
れ
る
現
代

社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
高
野
山
に
伝
わ
る
文
化
財
が
ひ
と
り
で
も
多

く
の
人
に
「
こ
こ
ろ
」
を
感
じ
て
も
ら
う
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

高
野
山
霊
宝
館
長　

山
口　

文
章

霊宝館完成予想図　※ 詳細は６～７ページ参照

第
136
号　

目
次

高
野
山
霊
宝
館
開
館
100
周
年
記
念

大
宝
蔵
展
「
高
野
山
の
名
宝
」

　
　
　
　
　
　
　

 

⋮
⋮
⋮
２
～
３

各
期
ご
と
の
紹
介 

⋮
⋮
⋮
４
～
５

一
〇
〇
年
の
歩
み 

⋮
⋮
⋮
６
～
７

古
絵
図
で
巡
る
高
野
山
探
訪

（
そ
の
十
三
）   

⋮
⋮
⋮
⋮ 

８
～
９

平
常
展
の
ご
案
内 

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
10

令
和
２
年
度
事
業
報
告 

⋮
⋮
⋮
11

令
和
３
年
度
事
業
紹
介 

⋮
⋮
⋮
12

令和３年度　事業紹介

〇
令
和
３
年
度
展
覧
会
情
報

●
高
野
山
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年
記
念

大
宝
蔵
展
﹁
高
野
山
の
名
宝
﹂

　

４
月
17
日
㈯
～
11
月
28
日
㈰

　

詳
細
ペ
ー
ジ
有
り

●
令
和
３
年
度
冬
期
平
常
展
﹁
密
教
の
美

術
﹂︵
予
定
︶

　

12
月
４
日
㈯
～
令
和
４
年
４
月
10
日
㈰

○
国
庫
補
助
事
業

●
重
要
文
化
財
︵
美
術
工
芸
品
︶
紙
本
著

色
十
巻
抄
ほ
か
１
件 

保
存
修
理
事
業

　

平
成
29
年
度
よ
り
５
ヵ
年
計
画
で
実
施

し
て
い
る
事
業
の
５
年
目
が
行
わ
れ
、
圓

通
寺
所
蔵
の
重
要
文
化
財　

十
巻
抄
の
内

　

第
９
・
10
巻
の
修
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

事
業
費　
　
　

４
，
３
８
５
，
９
８
１
円

国
庫
補
助
金　

２
，
４
１
１
，
０
０
０
円

県
費
補
助
金　
　
　

２
４
６
，
０
０
０
円

町
費
補
助
金　
　
　
　

３
４
，
０
０
０
円

所
有
者
負
担
金
１
，
６
９
４
，
９
８
１
円

●
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶
金
剛
峯
寺
奥

院
経
蔵 

保
存
修
理
事
業

　

令
和
２
年
年
度
よ
り
２
ヵ
年
計
画
で
実

施
し
て
い
る
事
業
の
２
年
目
が
行
わ
れ
、

屋
根
工
事
・
檜
皮
葺
替
・
塗
装
工
事
が
行

わ
れ
ま
す
。

事
業
費　
　

２
６
，
１
０
０
，
０
０
０
円

〇
文
化
財
の
貸
出
予
定

●
京
都
国
立
博
物
館　

　

特
別
展﹁
鑑
真
和
上
と
戒
律
の
あ
ゆ
み
﹂

　
　

令
和
３
年
３
月
27
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　

５
月
16
日
㈰

重
要
文
化
財　

山
水
屏
風　

金
剛
峯
寺

重
要
文
化
財　

蒔
絵
螺
鈿
筥
（
三
衣
入
）

　

の
う
ち
「
蒔
絵
螺
鈿
筥
」

　
　
　
　

  「
二
十
五
条
袈
裟
」

　
　
　
　

  「
七
条
袈
裟
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
要
文
化
財　

灌
頂
道
具
類
の
う
ち

　
「
箪た
ん
笥す

（
花
鳥
漆
絵
竹
編
）」
ほ
か　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜
光
院

●
大
阪
市
立
美
術
館

　

特
別
展
﹁
豊
臣
の
美
術
﹂

　
　

令
和
３
年
４
月
３
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　

５
月
16
日
㈰

国
宝　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経（
中
尊
寺
経
）

の
う
ち
「
文
殊
師
利
法
蔵
陀
羅
尼
経
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
要
文
化
財　

紺
紙
金
字
法
華
一
品
経

　

の
う
ち
「
提
婆
達
多
品
第
十
二
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

○
図
録

　

高
野
山
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年
を
記

念
し
て
図
録
を
販
売
い
た
し
ま
す
。
霊
宝

館
に
収
蔵
す
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
大

部
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。Ａ
４
変
形
版
、

二
一
四
頁
、
４
，
５
０
０
円
（
税
込
）

国
庫
補
助
金
１
４
，
３
５
５
，
０
０
０
円

県
費
補
助
金　

１
，
４
６
８
，
０
０
０
円

町
費
補
助
金　
　
　

２
０
５
，
０
０
０
円

所
有
者
負
担
金１

０
，
０
７
２
，
０
０
０
円

●
﹃
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄
文
化
財
維
持
・

修
理
助
成
事
業 

国
宝
絹
本
著
色 

阿
弥

陀
聖
衆
来
迎
図 

保
存
修
理
事
業

　

今
年
度
よ
り
５
ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

事
業
費　
　

１
１
，
１
３
１
，
２
１
６
円

国
庫
補
助
金　

６
，
６
７
８
，
０
０
０
円

所
有
者
負
担
金
４
，
４
５
３
，
２
１
６
円

所
有
者
負
担
金
の
内
４
，４
５
０
，０
０
０
円
が

『
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

●
令
和
３
年
度
よ
り
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を

開
始
し
ま
す
。
霊
宝
館
受
付
窓
口
に
て
発

行
。
発
行
日
よ
り
１
年
間
有
効
。

　

一
般　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

　

高
校
・
大
学
生　

１
，
５
０
０
円　

　
　

※
身
分
証
明
書
・
学
生
証
提
示

年間パスポート

重文　箪笥

国宝　紺紙金銀字一切経（中尊寺経）

100周年記念図録

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹
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運　慶
国宝　八大童子立像

　

高
野
山
霊
宝
館
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
開
館
し
て
今
年
で
百
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
高
野
山
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年
記
念
大
宝

蔵
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
運
慶
作
の
八
大
童
子
立り

ゅ
う

像ぞ
う

、
快
慶
作
の
孔く

雀じ
ゃ
く

明み
ょ
う

王お
う

像ぞ
う

・
執し

ゅ

金こ
ん

剛ご
う

神し
ん

立
像
を
は
じ
め
と
す
る
彫
刻
、
三
大
秘
宝
と
伝
わ
る
聾ろ

う

瞽こ

指し
い

帰き

・
諸し

ょ

尊そ
ん

仏ぶ
つ

龕が
ん

・
金

銅
三さ

ん

鈷こ

杵し
ょ

（
飛ひ

行ぎ
ょ
う

三
鈷
杵
）
を
会
期
中
通
期
展
示
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
会
期
を
四
期

に
分
け
、
高
野
山
に
伝
わ
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
一
挙
公
開
い
た
し
ま
す
。

■
運
慶
作

国　

宝　

八
大
童
子
立
像　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
快
慶
作

重　

文　

孔
雀
明
王
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重　

文　

執
金
剛
神
立
像　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重　

文　

深
沙
大
将
立
像　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重　

文　

四
天
王
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
三
大
秘
宝

国　

宝　

聾
瞽
指
帰
【
会
期
中
巻
替
有
】　　

 

金
剛
峯
寺

国　

宝　

諸
尊
仏
龕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重　

文　

金
銅
三
鈷
杵
（
飛
行
三
鈷
杵
）　　

 

金
剛
峯
寺

■
そ
の
他

重　

文　

大
日
如
来
坐
像
（
西
塔
旧
在
）　　

 

金
剛
峯
寺

重　

文　

不
動
明
王
坐
像
（
不
動
堂
旧
在
）　 

金
剛
峯
寺

未
指
定　

結
縁
大
師
像
（
萬
日
大
師
複
製
）　 

金
剛
峯
寺

制多伽童子像矜羯羅童子像指徳童子像阿耨達童子像

「
高
野
山
の
名
宝
」

令
和
３
年
４
月
17
日
㈯
～
11
月
28
日
㈰

展
覧
会
開
催
に
伴
う
臨
時
休
館
日　

４
月
12
日
㈪
・
13
日
㈫
・
14
日
㈬
、
６
月
７
日
㈪
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
２
日
㈪
、
10
月
４
日
㈪
、
11
月
29
日
㈪
・
30
日
㈫

※
国
際
博
物
館
の
日
に
協
賛
し
、
５
月
18
日
㈫
無
料
拝
観

高
野
山
霊
宝
館
開
館
一
〇
〇
周
年
記
念
大
宝
蔵
展

重文　四天王立像のうち広目天像 重文　執金剛神立像 重文　孔雀明王像

国宝　諸尊仏龕
空海請来

国宝　聾瞽指帰（上巻）
空海筆

国宝　聾瞽指帰（下巻）
空海筆

重文　金銅三鈷杵（飛行三鈷杵）
空海所持

三大秘宝

快　慶
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重文　武田信玄像国宝　宝簡集33（源義経書状） 国宝　澤千鳥螺鈿蒔絵小唐櫃

主
な
展
示
品

国
宝　

阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図　
　
　
　

有
志
八
幡
講

国
宝　

阿
弥
陀
三
尊
像　
　
　
　
　
　

蓮
華
三
昧
院

国
宝　

澤
千
鳥
螺
鈿
蒔
絵
小
唐
櫃　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

崔
子
玉
座
右
銘
断
簡　
　
　
　

宝
亀
院

重
文　

金
剛
峯
寺
根
本
縁
起　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

武
田
信
玄
像　
　
　
　
　
　
　

成
慶
院　

第
Ⅰ
期　

４
月
17
日
㈯
〜
６
月
６
日
㈰

国宝　阿弥陀聖衆来迎図

主
な
展
示
品

国
宝　

五
大
力
菩
薩
像　
　
　
　
　
　

有
志
八
幡
講

国
宝　

紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経　

竜
光
院

重
文　

五
大
力
菩
薩
像　
　
　
　
　
　

普
賢
院

重
文　

八
字
文
殊
曼
荼
羅
図　
　
　
　

正
智
院

重
文　

舞
楽
装
束
類　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

狛
犬
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
社　

第
Ⅱ
期　

６
月
８
日
㈫
～
８
月
１
日
㈰

国宝　紫紙金字金光明最勝王経重文　八字文殊曼荼羅図

金剛吼無畏十力吼
国宝　五大力菩薩像

竜王吼

主
な
展
示
品

国
宝　

善
女
龍
王
像　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

宝
簡
集
（
源
義
経
書
状
）　　

 

金
剛
峯
寺

国
宝　

伝
船
中
湧
現
観
音
像　
　
　
　

竜
光
院

重
文　

両
界
曼
荼
羅
図
（
血
曼
荼
羅
）
金
剛
峯
寺

重
文　

八
宗
論
大
日
如
来
像　
　
　
　

善
集
院

重
文　

天
弓
愛
染
明
王
像　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

第
Ⅲ
期　

８
月
３
日
㈫
～
10
月
３
日
㈰

主
な
展
示
品

国
宝　

仏
涅
槃
図　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　

続
宝
簡
集
（
織
田
信
長
書
状
）
金
剛
峯
寺

国
宝　

勤
操
僧
正
像　
　
　
　
　
　
　

普
門
院

重
文　

厨
子
入
金
銅
水
神
像　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

地
蔵
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院

重
文　

浅
井
長
政
夫
人
像　
　
　
　
　

持
明
院

第
Ⅳ
期　

10
月
５
日
㈫
～
11
月
28
日
㈰

金剛界
重文　両界曼荼羅図（血曼荼羅）

胎蔵界

国宝　善女龍王像 国宝　伝船中湧現観音像

重文　浅井長政夫人像

国宝　仏涅槃図 重文　地蔵菩薩像

重文　厨子入金銅水神像 国宝　続宝簡集37（織田信長書状）



令和3年  4月  3日 第136号 令和3年  4月  3日 第136号

67

高
野
山
霊
宝
館
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み

て
、
財
団
法
人
高
野
山
文
化
財
保
存
会
が

設
立
し
ま
し
た
。
霊
宝
館
は
こ
の
法
人
の

管
轄
下
に
置
か
れ
、
現
在
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
翌
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
は

高
野
山
文
化
財
保
存
会
と
毎
日
新
聞
社
を

中
心
に
五
个
年
に
わ
た
る
大
規
模
な
文
化

財
調
査
が
行
わ
れ
、
多
く
の
こ
と
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
紹
介
す
る
形

で
、
同
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
大
阪
高

島
屋
で
特
別
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
は
機

関
誌
『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
が
創
刊
さ
れ
、

ま
た
同
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
は
「
霊

宝
館
友
の
会
」
が
発
足
し
、
高
野
山
の
文

化
財
の
魅
力
を
よ
り
広
く
発
信
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

収
蔵
品
の
増
加
に
伴
い
、
収
蔵
庫
の
新

設
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六
一
）
に
大
宝
蔵
、
同
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
に
新
収
蔵
庫
（
新
館
）、
平

成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
平
成
大
宝
蔵

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
収
蔵
庫

に
は
現
在
、
国
宝
二
一
件
、
重
要
文
化
財

一
四
八
件
を
含
む
約
八
〇
，
〇
〇
〇
点
の

文
化
財
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
文
化
財
を
収
蔵
す

る
霊
宝
館
で
す
が
、
平
成
十
年
（
一
九
九

八
）
に
本
館
が
、
現
存
最
古
の
木
造
博
物

館
建
築
物
と
し
て
小
宝
蔵
と
と
も
に
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
文

化
財
を
護
る
建
物
で
あ
る
霊
宝
館
も
ま

た
、
文
化
財
と
し
て
高
野
山
の
歴
史
を
彩

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

霊
宝
館
は
今
年
で
開
館
か
ら
一
〇
〇
年

を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
文
化
財

を
安
全
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
展
覧
会

な
ど
を
通
じ
て
、
文
化
財
の
魅
力
を
皆
さ

ま
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
研
谷　

昌
志
）

※
「
秩
父
宮
殿
下
植
樹
」
並
び
に
「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
皇
太
子
殿
下
植
樹
」
の
二
枚

の
写
真
は
、
高
野
山
出
版
社
発
刊
『
高
野

山
時
報
』（
三
〇
二
号
、
四
二
二
号
）
よ

り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

霊
宝
館
の
一
〇
〇
年

　

開
館
し
た
霊
宝
館
に
は
帝
室
博
物
館

（
現
在
の
国
立
博
物
館
）
か
ら
返
却
さ
れ

た
国
宝
な
ど
も
含
め
て
、
山
内
の
貴
重
な

文
化
財
が
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。
開
館
し
て

す
ぐ
の
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
七
月

二
十
日
、
霊
宝
館
の
月つ

き

並な
み

法ほ
う

会え

が
毎
月
八

日
と
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
霊
宝
館

が
単
な
る
博
物
館
で
は
な
く
、
仏
さ
ま
の

拝
観
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時

の
御ご

法ほ
う

楽ら
く

は
般は

ん

若に
ゃ

心し
ん

経ぎ
ょ
う、 

立り
ゅ
う

義ぎ

分ぶ
ん

各
三

巻
、
不ふ

動ど
う

・
愛あ

い

染ぜ
ん

各
七
返
、
大
師
・
明
神
・

覚か
く

海か
い

・
毘び

張ち
ょ
う・
満ま

ん

山ざ
ん

護ご

法ほ
う

善ぜ
ん

神じ
ん

各
七
返
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
毎
月
十
九
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
当
初
よ
り
多
く
の
人
々
の
拝
観
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二

三
）
に
秩ち

ち

父ぶ
の

宮み
や

殿
下
、
同
十
五
年
（
一
九

二
六
）
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
皇
太
子
殿
下
、

同
妃
殿
下
な
ど
貴き

賓ひ
ん

の
来
館
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
二
例
の
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
霊
宝

館
の
敷
地
内
に
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
植
え
ら
れ
た
木
は
、
現
在
も
大
き
く

成
長
し
た
姿
で
残
っ
て
お
り
、
霊
宝
館
の

長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
二
十

六
日
に
は
、
伽
藍
の
金
堂
が
炎
上
、
秘
仏

で
あ
っ
た
本
尊
を
は
じ
め
諸
尊
像
が
焼
失

し
ま
す
。
こ
の
と
き
快か

い

慶け
い

作
の
孔く

雀じ
ゃ
く

明
み
ょ
う

王お
う

像ぞ
う

や
金
字
一い

っ

切さ
い

経き
ょ
う（
荒
川
経
、
と
も
に

重
文
）
は
難
を
逃
れ
、
霊
宝
館
に
収
蔵
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
は
、

高
野
山
の
文
化
財
を
統
括
す
る
組
織
と
し

は
じ
め
に

　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
で
、
高
野
山

霊
宝
館
は
開
館
か
ら
一
〇
〇
年
を
迎
え
ま

す
。
昔
か
ら
高
野
山
は
火
災
や
湿
害
が
多

く
、
そ
う
し
た
災
害
で
文
化
財
も
大
き
な

損
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
に

全
国
的
に
文
化
財
保
護
の
機
運
が
高
ま

り
、
高
野
山
の
文
化
財
の
保
存
・
公
開
を

求
め
る
動
き
も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
大
正
十
年
（
一

九
二
一
）
に
高
野
山
霊
宝
館
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

霊
宝
館
の
開
館

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
高
野

山
で
五
〇
カ
寺
、
一
二
〇
〇
戸
を
焼
失
さ

せ
る
大
火
が
起
こ
り
ま
し
た
。
文
化
財
の

被
害
も
甚
大
で
、
多
く
の
文
化
財
が
焼
失

し
ま
し
た
。明
治
二
十
八
年（
一
八
九
五
）、

三
井
財
閥
の
大
番
頭
だ
っ
た
益ま

す

田だ

孝た
か
し（
鈍ど

ん

翁の
う

）
が
、
入
手
し
た
「
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

座ざ

右
ゆ
う
の

銘め
い

断だ
ん

簡か
ん

」
を
展
覧
し
ま
し
た
。
そ
の
席
に

政
財
界
の
数す

寄き

者し
ゃ

を
集
め
、「
大
師
会
」

を
創
設
し
、
高
野
山
の
文
化
財
の
保
存
と

公
開
を
提
唱
し
ま
し
た
。

  

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
高
野
山
の

文
化
財
を
管
理
す
る
宝
物
館
設
立
の
計
画

が
立
ち
あ
が
り
ま
す
。
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
に
鉄
道
王
と
呼
ば
れ
た
根ね

津づ

嘉か

一い
ち

郎ろ
う

が
、
宝
物
館
設
立
に
賛
同
す
る

と
、
同
年
中
に
は
宝
物
館
建
設
に
関
す
る

評
議
委
員
会
が
発
足
し
、
建
設
が
決
定
し

ま
し
た
。
同
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に

は
、「
高
野
山
宝
物
館
建
設
趣
意
書
」
が

つ
く
ら
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に

は
、
三
十
三
名
の
政
財
界
人
が
発
起
人
と

な
り
「
高
野
山
に
宝
物
館
を
建
設
し
、
金

剛
峯
寺
、
及
び
一
山
各
寺
院
所
蔵
の
宝
物

を
収
容
し
、
一
般
余
人
の
拝
観
に
供
し
、

且か
つ

永
久
保
存
を
謀
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も

と
、「
高
野
山
宝
物
保
存
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
の
発
起
人
に
は
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

や
の
ち
の
総
理
大
臣
高た

か

橋は
し

是こ
れ

清き
よ

、

日
本
の
ビ
ー
ル
王
と
よ
ば
れ
た
馬う

ま

越こ
し

恭
き
ょ
う

平へ
い

、
三
井
財
閥
の
総
帥
団だ

ん

琢た
く

磨ま

、
前
述
の

根
津
嘉
一
郎
な
ど
錚そ

う

々そ
う

た
る
面
々
が
名
を

連
ね
ま
し
た
。
会
の
臨
時
事
務
局
の
主
任

に
金
剛
峯
寺
参
事
の
佐さ

伯え
き

宥ゆ
う

純じ
ゅ
ん
が
就
任

し
、
建
設
資
金
勧
募
の
た
め
に
奔
走
し
ま

し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
計
画
は
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の

宗
祖
壱
千
百
年
御
遠
忌
記
念
事
業
で
は
、

宝
物
館
建
設
が
掲
げ
ら
れ
、
建
設
計
画
は

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
高
野
山
に

た
び
た
び
調
査
に
訪
れ
て
い
た
歴
史
学
者

の
黒く

ろ

板い
た

勝か
つ

美み

を
顧
問
に
、
神
社
建
築
の
専

門
家
の
荻お

ぎ

野の

仲ち
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

を
設
計
監
修
に
、

日
光
山
宝
物
館
を
設
計
し
た
大お

お

江え

新し
ん

太た

郎ろ
う

を
設
計
者
に
選
任
し
ま
し
た
。
同
七
年

（
一
九
一
八
）
七
月
に
は
、
建
設
予
定
地

を
伽が

藍ら
ん

に
近
い
勧か

ん

学が
く

院い
ん

の
前
に
決
定
し
、

八
月
に
は
地じ

鎮ち
ん

祭さ
い

が
行
わ
れ
、
宝
物
館
建

設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
す
べ
て
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
設
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
費
用
の
問
題
か
ら
収
蔵
庫
で
あ

る
小
宝
蔵
以
外
は
木
造
で
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
同
八
年
（
一
九
一
九
）
一
月
に
は
、

宝
物
館
を「
霊
宝
館
」、本
殿
を「
紫し

雲う
ん

殿で
ん

」、

北
西
隅
の
部
屋
を
「
放ほ

う

光こ
う

閣か
く

」
と
命
名
し

ま
し
た
。
同
年
八
月
二
十
四
日
に
は
上
棟

式
が
行
わ
れ
、
翌
九
年
（
一
九
二
〇
）
九

月
三
十
日
に
完
成
、さ
ら
に
翌
十
年（
一
九

二
一
）
三
月
一
日
の
仮
開
館
式
を
経
て
、

五
月
十
五
日
に
開
館
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

  

完
成
し
た
霊
宝
館
は
周
囲
の
寺
院
と
の

調
和
を
考
え
、
寺
院
風
の
外
観
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
モ
デ
ル
は
京
都
府
宇
治
市

の
平

び
ょ
う

等ど
う

院い
ん

鳳ほ
う

凰お
う

堂ど
う

で
、
本
来
は
そ
の
形
を

模
し
て
紫
雲
殿
を
中
心
に
両
翼
を
形
成
し

た
回
廊
式
に
す
る
計
画
で
し
た
が
（
表
紙

参
照
）、
費
用
面
の
問
題
が
あ
り
中
止
に

な
り
、
紫
雲
殿
を
中
心
に
西
側
の
み
の
建

物
（
現
在
の
本
館
）
と
な
り
ま
し
た
。
木

造
建
築
で
す
が
火
災
対
策
と
し
て
木
骨
に

漆
喰
が
塗
り
こ
め
ら
れ
た
土ど

蔵ぞ
う

造づ
く
りで
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
漆
喰
が
塗
り
込
め
ら
れ
な

い
箇
所
は
銅
板
で
包
み
込
ま
れ
、
耐
火
の

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
土
蔵
造
は
湿
気

に
も
効
果
が
あ
り
、
耐
湿
効
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
に
建
て
ら
れ
た

収
蔵
庫
（
小
宝
蔵
）
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
で
、
耐
震
耐
火
の
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
の
様
式
は
奈
良
の
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

と
同

じ
く
校あ

ぜ

倉く
ら

造づ
く
りで
、
こ
ち
ら
も
周
囲
の
寺
院

と
の
調
和
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

霊宝館開館式集合写真

秩父宮殿下植樹

スウェーデン皇太子殿下植樹

現在の霊宝館。右手は秩父宮殿下植樹の高野槙
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〇
三
）
に
は
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
収
め

る
平
成
大
宝
蔵
の
建
設
に
先
立
ち
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　

発
掘
調
査
で
は
、
古
絵
図
に
描
か
れ
た

子
院
を
構
成
す
る
建
物
、石
垣
、井
戸
、溝
、

池
、
地
鎮
跡
な
ど
、
多
種
多
様
な
遺
構
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
構
に
伴
っ

て
、
甕か

め

、
壺
、
皿
、
硯す

ず
り

、
尿し

瓶び
ん

、
煙き

せ
る管
な

ど
と
い
っ
た
生
活
雑
器
や
、
仏
具
や
一
石

五
輪
塔
な
ど
の
宗
教
遺
物
も
出
土
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
や
遺
物
は
、
鎌
倉
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
も
の
で
、

大
楽
院
、
南
院
、
真
如
院
、
龍
生
院
、
西

室
院
、
増
福
院
、
發
光
院
、
引
攝
院
な
ど
、

ま
た
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
子
院
の
生
活
を

彷
彿
と
さ
せ
る
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　

今
も
地
下
に
眠
る
子
院
跡

　

高
野
山
霊
宝
館
の
敷
地
に
多
数
の
寺
院

が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
ま
し
た
が
、
本

館
西
側
に
あ
る
空
閑
地
の
地
表
面
に
目
を

や
る
と
、
子
院
や
建
物
の
敷
地
の
境
界
を

区
分
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
高
低
差
の

あ
る
テ
ラ
ス
（
写
真
３
）
が
二
面
、
ま
た

そ
の
境
界
を
区
分
す
る
石
垣
（
写
真
４
）

が
観
察
で
き
、
今
も
子
院
跡
の
遺
構
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
一
般

公
開
し
て
い
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
土
地
に
建
設
さ

れ
た
高
野
山
霊
宝
館
で
の
展
覧
会
と
併
せ

て
、開
館
当
時
の
建
物
も
ご
覧
い
た
だ
き
、

一
〇
〇
年
前
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
の
ご

拝
観
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 

（
鳥
羽
正
剛
）

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

高
野
山
霊
宝
館
は
開
館
し
、

今
年
令
和
三
年（
二
〇
二
一
）

で
開
館
一
〇
〇
年
を
迎
え

ま
す
。
本
館
の
建
物
群
は
開

館
当
初
の
建
物
で
、平
成
十

年
（
一
九
九
八
）
に
国
登
録

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

現
在
も
展
示
棟
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

本
稿
で
は
、
開
館
以
前
の
敷

地
の
様
子
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

高
野
山
霊
宝
館
の
建
設

　

高
野
山
霊
宝
館
が
建
設
さ
れ
る
一
時
代

前
の
明
治
時
代
は
、
西
洋
文
化
の
流
入
を

機
に
、
日
本
の
文
化
財
を
保
護
し
て
い
こ

う
と
い
う
機
運
が
国
内
で
高
ま
り
、
東
京

帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）、

奈
良
帝
室
博
物
館
、（
現
奈
良
国
立
博
物

館
）、
京
都
帝
室
博
物
館
（
現
京
都
国
立

博
物
館
）
と
い
っ
た
博
物
館
が
国
家
事
業

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
文
化
財
保
護
思
想
は
一
般
に

も
広
が
り
、
大
正
期
に
は
高
野
山
で
も
弘

法
大
師
空
海
ゆ
か
り
の
文
化
財
、
ま
た
各

子
院
で
護
り
続
け
て
き
た
文
化
財
を
一
元

的
に
管
理
、
保
存
、
公
開
す
る
た
め
の
施

設
と
し
て
高
野
山
霊
宝
館
の
建
設
計
画
が

持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
建
設
に
あ
た
り
、

朝
日
新
聞
創
始
者
の
上う

え

野の

理り

一い
ち

、
日
本
資

本
主
義
の
父
と
い
わ
れ
た
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

、
の

ち
に
第
二
〇
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た

高た
か

橋は
し

是こ
れ

清き
よ

、「
日
本
の
ビ
ー
ル
王
」
と
い

わ
れ
た
馬う

ま

越こ
し

恭き
ょ
う

平へ
い

ら
と
い
っ
た
当
時
の

政
財
界
の
錚そ

う

々そ
う

た
る
面
々
が
発
起
人
と
な

り
ま
し
た
。

　

建
設
前
の
敷
地
の
様
子

　

建
設
時
の
資
料
に
は
、
建
設
地
は
聖
地

伽
藍
に
近
い
立
地
と
な
り
、
發ほ

っ

光こ
う

院い
ん

、
引い

ん

攝し
ょ
う

院い
ん

な
ど
、
い
く
つ
か
の
子
院
が
移
転

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
前
の
『
高
野
山
壇
上
寺

家
絵
図
』（
宝
永
三
年
〈
一
七
〇
六
〉　

金

剛
峯
寺
蔵　

図
１
・
２
）
を
見
る
と
、
高

野
山
霊
宝
館
の
敷
地
に
は
、
大だ

い

楽ら
く

院い
ん

、
南な

ん

院い
ん

、
真し

ん

如に
ょ

院い
ん

、
龍

り
ゅ
う

生し
ょ
う

院い
ん

、
西に

し

室む
ろ

院い
ん

、
増ぞ

う

福ふ
く

院い
ん

な
ど
い
く
つ
か
の
子
院
が
見
ら
れ
、

連
綿
と
子
院
が
営
ま
れ
て
き
た
場
所
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

収
蔵
庫
な
ど
の
建
設
に
伴
う

　

発
掘
調
査

　

高
野
山
内
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
と
な
っ
て
お
り
、「
金
剛
峯
寺

遺
跡
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
建
物
を
建
設
、
ま
た
地
面
を
掘
削
す

る
工
事
を
行
う
際
に
は
、
事
前
に
発
掘
調

査
な
ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
野
山
霊
宝
館
の
敷
地
も
遺
跡
内
に
あ
る

た
め
、
建
物
建
設
や
工
事
の
際
に
は
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）に
は
新
館（
新
収
蔵
庫
）
の

建
設
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に

は
駐
車
場
の
建
設
、
平
成
十
五
年
（
二
〇

高
野
山
霊
宝
館

「
古
絵
図
で
巡
る
高
野
山
探
訪
」
（
そ
の
十
三
）

図３　高野山霊宝館位置図　※ 赤線部分が高野山霊宝館敷地

写真２　高野山霊宝館平成大宝蔵建設に伴う発掘調査区
　　　　（部分・平成15年〈2003〉調査）

写真３　高野山霊宝館本館の西側にある子院跡テラスと石垣

図２　『高野山壇上寺家絵図』（部分）※ 破線部分が現在の高野山霊宝館敷地

写真４　子院や建物の境界を区分する石垣

図１　『高野山壇上寺家絵図』（宝永３年〈1706〉　金剛峯寺蔵）　

伽藍

大門

女人堂

霊宝館
所在地

（
金
剛
峯
寺
）

青
巌
寺

興
山
寺

一の橋

写真１　高野山霊宝館本館（部分）

勧学院

伽藍
伽藍

金剛峯寺

本館
新館

平成15年（2003）
調査地（写真２）

本館西側子院跡
（写真３・４）

高いテラス

低いテラス

石垣
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令和２年度　事業報告
◎
国
庫
補
助
事
業

●
重
要
文
化
財
︵
美
術
工
芸
品
︶
紙
本
著
色
十
巻
抄
ほ

か
１
件
保
存
修
理
事
業

　

平
成
29
年
度
よ
り
５
ヵ
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
事

業
の
４
年
目
が
行
わ
れ
、
圓
通
寺
所
蔵
の
重
要
文
化
財

　

十
巻
抄
の
内　

第
６
・７
・
８
巻
の
修
理
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

事
業
費　
　
　

５
，
０
８
６
，
７
５
５
円

　

国
庫
補
助
金　

３
，
３
０
５
，
０
０
０
円

　

県
費
補
助
金　
　
　

２
８
６
，
０
０
０
円

　

町
費
補
助
金　
　
　
　

４
０
，
０
０
０
円　

　

所
有
者
負
担
金
１
，
４
５
５
，
７
５
５
円

●
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶
金
剛
峯
寺
奥
院
経
蔵
保
存

修
理
事
業

　

令
和
２
年
度
よ
り
２
ヵ
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
事

業
の
１
年
目
が
行
わ
れ
檜
皮
の
調
達
・
一
部
塗
装
の
剥

落
止
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
費　
　
　

１
８
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　

国
庫
補
助
金　

１
１
，
７
０
０
，
０
０
０
円

　

県
費
補
助
金　
　
　
　

７
８
７
，
０
０
０
円

　

町
費
補
助
金　
　
　
　

１
１
０
，
０
０
０
円

　

所
有
者
負
担
金　

５
，
４
０
３
，
０
０
０
円

●
国
宝
︵
建
造
物
︶
金
剛
峯
寺
不
動
堂
防
災
施
設
設
備

　

事
業

　

令
和
元
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
不
動
堂
の
防
災
設

備
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
の
修
理
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

事
業
費　
　
　

４
，
１
９
８
，
２
３
８
円

　

国
庫
補
助
金　

３
，
１
４
８
，
０
０
０
円

　

県
費
補
助
金　
　
　

２
２
０
，
０
０
０
円

　

町
費
補
助
金　
　
　
　

２
７
，
０
０
０
円

　

所
有
者
負
担
金　
　

８
０
３
，
２
３
８
円

●
令
和
２
年
11
月
23
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
伽
藍
金
堂

に
て
行
わ
れ
た
大
元
大
法
勤
修
に
伴
い
製
作
さ
れ
、
法

会
終
了
後
霊
宝
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

　

釈
迦
曼
荼
羅
図　

金
剛
峯
寺

　

大
元
帥
明
王
像　

金
剛
峯
寺

◎
新
指
定
品
紹
介

●
平
成
31
年
に
高
野
山
圓
通
寺
で
発
見
さ
れ
た
木
製
五

輪
塔
が
、
国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
令
和

３
年
１
月
15
日
に
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し

た
。
名
称
は
「
高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔
及
び
関

連
資
料
」
で
、
五
輪
塔
１
万
２
１
５
６
点
、
関
連
資
料

１
５
６
点
の
合
計
１
万
２
３
１
２
点
と
な
り
ま
す
。
今

ま
で
不
明
な
点
の
多
か
っ
た
高
野
山
の
江
戸
時
代
後
期

の
民
俗
史
や
高
野
聖
の
実
態
に
迫
る
貴
重
な
資
料
で
あ

り
、
和
歌
山
県
初
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
ま

し
た
。

◎
新
規
収
蔵
品
報
告

●
令
和
２
年
９
月
に
金
剛
峯
寺
囲い

炉ろ

裏り
の

間ま

の
本
尊
で

あ
っ
た
愛
染
明
王
像
が
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
染
明
王
像　

金
剛
峯
寺

　

私
た
ち
が
仏
さ
ま
を
思
い
浮
か
べ
る
時
、
お
そ
ら
く
仏
像
や
仏
画
な
ど

を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
仏
像
や
仏
画
は
元
々
経
典
に
記

さ
れ
た
内
容
か
ら
姿
形
を
造
形
し
た
も
の
で
す
が
、
経
典
を
思
い
浮
か
べ

る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

仏
像
、
仏
画
と
そ
れ
に
関
わ
る
経
典
を
展
示
、
紹
介
し
ま
す
。

■
彫
刻

未
指
定　

不
動
明
王
坐
像
及
び
二
童
子
立
像　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
絵
画

重
文　
　

覚
禅
鈔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
迦
文
院

未
指
定　

両
界
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
書
跡

国
宝　
　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺

国
宝　
　

不
空
羂
索
神
変
真
言
経　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宝
院

重
文　
　

高
麗
版
一
切
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　
　

大
毘
盧
遮
那
経
巻
第
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜
光
院

重
文　
　

細
字
金
光
明
最
勝
王
経　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

「
密
教
の
美
術
│
経
典
と
仏
さ
ま
」
開
催
中

︻
会
期
︼

　

開
催
中
～
令
和
３
年
４
月
11
日
㈰

　
　

会
期
中
無
休

令
和
二
年
度
冬
期
平
常
展

主
な
展
示
品

国宝　紺紙金銀字一切経（中尊寺経）　平安時代　金剛峯寺
紺紙に金字と銀字で一行ごとに交互に写経されている。
巻頭には様々な見返し絵が描かれる。この見返し絵は昼寝の場面。

不動明王坐像及び二童子立像　室町時代　金剛峯寺
金剛峯寺護摩堂の本尊であった。
不動明王は像内に文明七年（1475）の墨書銘を
有する。

金剛界 胎蔵界

両界曼荼羅図　室町時代　金剛峯寺
金剛界は『金剛頂経』、胎蔵界は『大日経』にもとづいて、仏の世界観
を描いている。

愛染明王像

釈迦曼荼羅図

大元帥明王像

◎
友
の
会
会
員
募
集　

◦
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
様
の
み
霊
宝
館
と

　

金
堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

◦
霊
宝
館
発
行
の
機
関
誌
「
霊
宝
館
だ
よ
り
」

　

送
付

◦
霊
宝
館
発
行
の
図
録
進
呈

︿
年
会
費
﹀　

一
般
会
員
（
個
人
）　　

３
，
０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　

３
０
，
０
０
０
円

　

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小型木製五輪塔


